
 

さわやかな季節になりました 

 今年、校長室には日本画のカレンダーをかけています。３月と４月は吉野山の桜、５月

と６月は若葉萌える森の様子が描かれています。目を上げるとちょうど見えるところにあ

るので、一日に何度も見ては季節の移り変わりを感じています。 

 さて新年度が始まって１か月がたちました。今年度の１年生から標準服やカバンが新し

くなりました。朝礼などで全学年が集まった時に一体感があるのだろうか、と少し心配し

ていました。けれどもまったく違和感がなく、先輩方がつくってくださった伝統を上手に

引き継ぐことができたのではないか、と安堵したところです。 

初夏のさわやかな季節になり、学校では、体育祭や３年生の修学旅行を行います。実行

委員が中心となって準備をすすめていきますが、どの行事にも共通しているのが、全員が

主役であるということだと思います。体育祭でいえば、運動が得意な生徒はもちろんのこ

と、係の活動を行うことによって円滑に進行できるようにする生徒、団体種目の作戦を立

てる生徒、一生懸命に応援する生徒など、それぞれの立場で得意なことを活かして力を発

揮してもらいたいと願っています。 

体育祭練習 

 ５月１８日（土）に実施予定の体育祭に向けての準備・練習が始まりました。今年度は、

全級リレー、各学年団体種目、学級代表リレー、個人種目として徒競走か３人４脚リレー、

そして５組の七中ソーラン、３年生の集団行動を行います。１年生の全級リレーと団体種

目には５組が１年生と一緒に出場します。 

 練習期間について次のことをお願いします。 

○体育着登校をします。洗濯をお願いします。 

○大きめの水筒に飲み物をご準備ください。水、お茶、スポーツドリンクのいずれかを 

お願いします。熱中症予防のため、計画的に水分補給をさせます。 

○薄手のタオルを持たせてください。厚手のタオルでは、首に巻いたり掛けたりしたと

きに熱がこもってしまいます。 

○睡眠を十分にとらせてください。 

○朝食をとらせてください。 

 安全に、そして生徒たちが力を出し切れる体育祭にできるよう、ご協力をお願いいたし

ます。 
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セーフティ教室 

 ４月２０日（土）、ＬＩＮＥ株式会社の方を講師として、セーフティ教室を行いました。

実際の写真を使いながら、ＳＮＳにあげてよい写真かどうかや、ＳＮＳでの友達同士のや

りとりについて考えたり、学級の班ごとに話し合いをしたりして、インターネットを利用

する時のルールやマナー、トラブルにならないために気をつけることなどを学びました。

その際に、写真については、見知らぬ人が写っている場合、住所の表示が写っている場合

など、私たちが見落としがちな点を教えていただきました。またやりとりについては、文

字の情報だけではどういう気持ちで書いた言葉なのかがわからないため、安易に返信して

しまうことで誤解を招くこともあることも学びました。もちろんメッセージを送る前に気

持ちが十分に伝わるかを読み返して確かめることも大切です。 

 保護者の方にも受講していただき、終了後には意見交換を行いました。その中では、ご

家庭でのルールづくりなどについて、実際に取り組んでいることや困っていることなどに

ついての情報交換を行うことができ、有意義な時間を過ごせました。 

５組歓迎遠足 

 ４月２３日（火）、５組が新入生歓迎遠足を行いました。目的は、①新入生と２、３年生

の親交を深める ②公共の乗り物や場所でのマナーや集団行動、グループ別行動を身に付

ける ③ルールを守り、楽しく過ごす です。そのための内容として、ボウリングとボウ

リング場までの歩行、昼食後の自由時間での遊びを設定しました。 

 初めてボウリングをした生徒もいましたが、どの生徒も上手にプレーを楽しんでいまし

た。ストライクには拍手をして称える姿勢も見られました。また道の歩き方、電車の乗り

方についても、上級生がお手本となり、マナーを守って行動することができました。 

 ５組はこれから授業だけでなく、宿泊学習などの行事でも、１年生から３年生まで学級

全員で一緒に行動することがたくさんあります。仲良く、楽しく過ごす第一歩が踏み出せ

ました。 

朝読書 

 七中では朝８時３０分から１０分間、「読み解く力をつける時間」と名付けて朝読書を行

っています。朝読書をとおして情操を育てること、読解力をつけること、気持ちを落ち着

かせ穏やかに一日を始めさせることを目的としています。文部科学省は学校での読書活動

について「読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていくうえで欠くことができないもの

（「子どもの読書活動の推進に関する法律」）」としています。 

 朝読書の４原則は、「１ みんなでやる ２ 毎日やる ３ 好きな本でよい ４ ただ

読むだけ」と言われています。 

 朝の１０分間の読書を楽しみましょう。なお試験前は朝学習に取り組む時間にしますの

で、ご了承ください。  


